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概要
抽象画像に対する比喩生成において，視覚的特徴に
加え情緒感覚的類似性が重要であると指摘されてい
る．本研究では情緒感覚の一種である感情に焦点を当
て，物体認識モデル ResNetと感情推定器 ArtEmisを
利用し，視覚的類似性と感情的類似性を用い，視覚的・
感情的特徴が比喩に与える影響を検討した．加工画像
を用いたファインチューニングモデルを用いて比較し
た結果，形状を強調した視覚的類似度に感情的類似度
を加味したスコアが最も人の比喩生成を反映できるこ
とが示された．
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1. はじめに
比喩とは「Aは Bのようだ」といったように，主題
と喩える語の間に存在する類似性を通じ，主題の理解
を助ける修辞技法である．抽象画像に対する比喩生成
においては形状特徴が重要な役割を示すことが指摘さ
れている (Yamamura et al., 2024)．一方，比喩におい
ては喩える語と喩えられる語の情緒感覚的イメージが
似ているほど理解を助けると指摘されている (楠見孝
, 2005)．画像に対する比喩生成における視覚的特徴の
影響に関する検討は行われているが，情緒感覚的類似
性の影響に関する検討は未だ数少ない．本研究では以
上を踏まえ，感情に焦点を当て，比喩として用いられ
る対象との視覚的類似性と感情的類似性を用い，抽象
画像に対する比喩生成における視覚的特徴と感情的特
徴が与える影響について検討する．

2. 方法
本研究では，25枚の抽象画像を対象に，ILSVRC2012

(Russakovsky et al., 2015) の 1000 の物体クラス内の
具象画像との類似度に基づき比喩候補推定を行った．
視覚的特徴の抽出のため，学習済みの物体認識モデル
ResNet(He et al., 2016)を用いた．また，感情的特徴の
抽出には，芸術画像に対し感情と説明文をラベリング
した ArtEmisデータセット (Achlioptas et al., 2021)で

作成された感情推定器を利用した．このモデルによっ
て，各画像に対し 9種類の感情に対する確率分布を得
る．(Yamamura et al., 2024)の研究を参考に，視覚的
特徴が比喩生成に与える影響をより詳細に分析するた
め，物体認識モデルに対して画像加工を行った画像を
用いたファインチューニングを実施した．特定の視覚
的要素を強調することによって比喩生成に有効な要素
を強調した．具体的には「Canny エッジ検出化 (形状
強調)」「ブラー化 (形状抑制)」「グレースケール化 (色
抑制)」の 3 種類の加工を行い，それぞれに特化した
モデルを作成した（図 1）．ファインチューニングは
ILSVRC2012 の学習用画像約 120 万枚を加工し実施
した．モデルの精度を表 1に示す．

図 1 画像加工例

表 1 各ファインチューニング条件における物体認識
精度

Top-5 Test Accuracy
original 0.91
grayscale 0.87
blur 0.82
canny edge 0.76

本研究では比喩生成の候補集合として ImageNet の
1000 クラスを用い，入力画像と各クラスの具象画像
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の特徴ベクトルとの類似性から比喩認識スコアを算出
し，スコアにより各クラスが表す概念が抽象画像に対
して生成される比喩として用いられる順位付けを行
う．ILSVRC2012の検証用データセットから各クラス
50枚を抽出し，各クラスごとに視覚的・感情的特徴ベ
クトルのセントロイドを算出した．入力画像と各クラ
スのセントロイドとの cos類似度を計算し，特徴類似
度と感情類似度を取得した．クラス 𝑖 について，視覚
的類似度 (𝑠𝑖𝑚 𝑓

𝑖 )と感情類似度 (𝑠𝑖𝑚𝑒
𝑖 )に対し重み (α)

を付けて加算した値を比喩認識スコアとする．

𝑠𝑖𝑚𝑖 = 𝑠𝑖𝑚
𝑓
𝑖 + 𝛼 ∗ 𝑠𝑖𝑚𝑒

𝑖 (1)

重みの値を変化させ，視覚的特徴または感情的特徴
が比喩生成に与える影響を検討した．順位比喩認識ス
コアを基に 1000 クラスの順位づけを行い，画像に対
して生成される比喩に該当するクラスの順位の逆数
（逆順位）を用いて比較を行った．画像に対する比喩
は，富樫他 (2024) による実験データから入力画像と
して用いた抽象画像に対する説明として人が実際に用
いた比喩を利用した．参加者が抽象画像に対して自由
に回答した比喩表現から ILSVRC2012の 1000物体ク
ラスに該当するものを抽出した．比喩として用いられ
る概念がWordNet(Fellbaum, 1998)において物体クラ
スが表す概念の上位概念である場合，下位概念に該当
するクラスも画像に対する比喩とみなした．例えば，
「鳥」という比喩に対し，「ダチョウ」「めんどり」など
下位概念のクラスも画像に対する比喩とみなした．画
像に対して生成された比喩が複数存在する場合は，最
も高い順位を採用した．

3. 結果
比較結果を図 2に示す．縦軸は画像に対して生成さ
れた比喩に該当するクラスの逆順位平均であり，横軸
は重みαである．Cannyエッジ検出化（形状強調）モ
デルを用い，視覚的類似度に感情的類似度を組み合わ
せた場合 (α=10)が最も逆順位平均を向上させた．一
方，感情的類似度を加味しない場合 (α=0)，オリジナ
ルモデルが最も高い値を示した．

4. 考察
以上の結果から，視覚的類似度に感情的類似度を加
味することで最も人の比喩生成を反映することが示さ
れた．このことは，視覚的類似性だけでなく，感情的
類似性も抽象画像に対する比喩生成に影響を及ぼす
可能性があることを示唆している．一方，感情類似度
を加味しない場合は，オリジナルモデルが最良であっ
た． Yamamura らの先行研究 (2024) では形状強調モ

図 2 重みαに対する逆順位平均

デルが最も比喩生成を反映していると指摘されていた
が，本研究における画像類似度に基づいた評価指標の
算出では，画像が持つ特徴の情報量を最も多く利用す
ることができるオリジナルモデルが有利に働いたと考
えられる．

5. まとめ
本研究では ILSVRC2012の 1000クラスを対象とし
た検証を行った．今後の課題として，抽象画像と生成
された比喩そのものとの類似性に基づく検証が必要で
ある．
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